
利用時間	 月曜～金曜日（祝日・年末年始を除く）�
		  午前９時～午後５時※要予約

対象		  �乳幼児期から学齢期（小・中学校）	
のお子さんの発達に心配や特徴が
あって相談したい人、その家族

持ち物		  すくすくファイル、母子手帳
申込み・問合せ	 発達支援課☎ 975・1588
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至箱根至箱根

至遺伝学研究所至遺伝学研究所

遺伝研坂下遺伝研坂下
発達支援センター発達支援センター

三島信用金庫三島信用金庫

バス停バス停

国道1号国道1号

三島警察署三島警察署

東小学校東小学校

三嶋大社三嶋大社

三島市役所三島市役所

市役所
中央町別館
市役所
中央町別館

至裾野至裾野至三島駅至三島駅

至沼津至沼津

二日町駅二日町駅

イトーヨーカドーイトーヨーカドー

田町駅田町駅

発達支援センターのご利用について 〒 411・0801 三島市谷田 271（錦田こども園内）

　平成 30 年 4月から「療育支援室」が「発達支援課」
となりました。
　発達支援課では、12 月に発達支援センターを設置
し、乳幼児期から学齢期（小・中学校）で発達に心配
や特徴のあるお子さんの相談を受け付けています。

友だちとのかかわりで……

□友だちと遊ばずに、一人で過ごしている
□相手の話を聞かず、自分のことだけを話す
□相手が嫌がることも遠慮なく言ってしまう

学習面で……

□聞き間違いが多い
□行のとばし読み、語句の読み間違いがある
□計算に時間がかかる

日常生活で……

□運動や指先の動作がぎこちない
□感覚が極端に過敏である
□じっとしていられない
□イライラ、カッとなりやすい
□�ルールや約束が守れない
□準備や片付けに時間がかかる、できない
□一定の行動を何度も繰り返す

これらは一例です。心配に
思うことがあれば、ご相談ください。

こんなことに気付いたら、相
談を

発達支援センターOPEN!
お気軽にご相談ください
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今
回
は
大
場
駅
の
西
に
あ
る
「
十

王
堂
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

大
場
駅
か
ら
西
へ
歩
い
て
数
分
の

所
に
浄
土
宗
の
寺
、
名

み
ょ
う
ご
う
ざ
ん

号
山
光こ

う
み
ょ
う
じ

明
寺

が
あ
り
ま
す
。
戦
国
時
代
の
天
文
年
間

（
一
五
三
二
～
五
五
）に
創
建
さ
れ
た
古こ

刹さ
つ

で
、
寺
域
に
は
多
く
の
石
造
物
が
点

在
し
、
古
い
信
仰
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

山
門
を
入
っ
て
右
手
に「
十
王
堂
」

が
佇
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
場

区
が
管
理
し
て
い
る
建
物
で
す
。
十

王
堂
は
閻
魔
王
始
め
十
人
の
王
が
祀

ら
れ
た
お
堂
で
す
。

　

実
は
明
治
の
始
め
ま
で
、
現
在
の
大

場
駅
周
辺
に
は
、
い
く
つ
か
の
寺
院
や

お
堂
と
修
験
の
家
が
あ
り
ま
し
た
が
、

神
仏
分
離
・
廃は

い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
の
影
響
を
受
け

て
、
取
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
ま
す
。
駅
の

西
南
の
場
所
に
あ
っ
た
十
王
堂
も
光
明

寺
境
内
へ
移
さ
れ
、
多
く
の
石
造
物
も

ま
た
廃
寺
と
な
る
に
あ
た
り
、
い
く
つ

か
の
寺
院
・
神
社
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
経
緯
は『
大
場
誌
』（
平
成
十
二
年
）

に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
王
堂
の
内
部
は
板
敷
で
、
奥
の

壇
上
に
地
蔵
菩
薩
像
（
木
造
）
を

中
心
と
し
て
石
造
の
十
王
十
体
や

脱だ
つ
え
ば

衣
婆
な
ど
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
十
王
」
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
名
前

で
す
が
、
道
教
や
仏
教
の
信
仰
の
一
つ

で
す
。「
十
王
信
仰
」
は
日
本
で
は
平

安
時
代
末
頃
は
じ
ま
り
、
中
世
以
降
、

全
国
で
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

亡
く
な
っ
た
人
が
冥
土
に
行
き
、

そ
こ
で
生
前
の
罪
を
裁
く
の
が
閻
魔

王
な
ど
十
王
で
す
。
初
七
日
か
ら
七

日
ご
と
四
十
九
日
ま
で
、
百
か
日
、

一
周
忌
、
三
周
忌
に
は
そ
れ
ぞ
れ
十

王
の
裁
き
を
受
け
る
と
い
う
信
仰
で

す
。
六
道
（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・

修
羅
・
人
・
天
）
に
行
く
の
か
、
あ

る
い
は
往
生
で
き
る
の
か
が
こ
の
裁

き
で
決
ま
る
の
で
す
。
生
前
に
十
王

を
信
仰
す
る
と
罪
が
軽
く
な
る
と
信

じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
緒
に
地
蔵
菩
薩
が
祀
ら
れ
る
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
地
獄
の
苦
し

み
を
救
う
の
が
地
蔵
菩
薩
と
い
わ
れ

ま
す
。
ま
た
閻
魔
王
は
地
蔵
菩
薩
の

化
身
と
さ
れ
て
い
て
、
閻
魔
王
＝
地

蔵
菩
薩
に
地
獄
か
ら
の
救
い
を
願
う

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
十
王
堂
で
は
長
く
大
場
の
住

民
に
よ
る
念
仏
講
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
念
仏
講
自
体
は
大
場
だ
け
で

な
く
、
函
南
町
と
中
郷
地
域
、
錦
田

地
域
の
二
十
五
の
集
落
に
講
集
団
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
毎
月
念
仏
講
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
周
辺
各
地
の
講
が
連
携
し

て
「
北
伊
豆
大
念
仏
講
」
を
組
織
し
、

毎
月
各
集
落
の
持
ち
回
り
で
大
念
仏

講
を
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
参
加
者

が
高
齢
化
し
減
少
し
た
た
め
、
昭
和

の
終
わ
り
こ
ろ
で
終
了
し
て
い
ま
す
。

十
王
堂
で
催
し
て
い
た
毎
月
の
念
仏

講
も
数
年
前
に
終
わ
り
ま
し
た
。

企画展「近代三島を作った人々－後期：文化編－」を開催！
開催期間は平成 31 年1月3日㈭までです。

地
域
の
歴
史　
　
　
　

　
　
大
場
区
の
十
じ
ゅ
う
お
う
ど
う

王
堂

▲大場十王堂（光明寺域内）

▲地蔵菩薩と閻魔王
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私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
ス
ー
パ
ー
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
で
す
。

　

毎
日
の
よ
う
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
行
き
、

更
に
、
夜
は
ジ
ム
の
プ
ー
ル
に
通
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
若
々
し
い
二
人
が
と
て
も
大
好

き
で
す
。

　

私
は
、
一
年
生
の
時
か
ら
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
や
っ
て
い
て
、
練
習
の
な
い
日
は

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

試
合
の
時
は
、
二
人
で
応
え
ん
に
来
て

く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
優
勝

し
て
、
二
人
を
喜
ば
せ
た
い
で
す
。

わ
た
し
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

当
番　

に
い
つ　

さ
く
ら 

さ
ん

31  広報みしま ２０１９．１．1


